
（様　式１） ※様式は適宜、グル－プで加工しても構いません。

和紙系 金子 門脇 斉藤 杉渕

　　　　　　　　　　　　

昨年よりも西明寺栗の売り上げを伸ばす。

（効果を発揮する様子等を示すイメ－ジ図等）

地域資源である鎌足和紙を使って、西明寺栗を知ってもらいさらに販促に繋げる。
八津･鎌足地区の活性化及び住民参加の意識向上を図る。

・鎌足和紙を利用した絵手紙を公募する。

・絵手紙の展示を八津・鎌足地区で行う。

　秋、栗の収穫時期に合わせて絵手紙コンクールを開催する。
八津・鎌足地域で展示を行うことで、応募者または絵手紙に関心のある方々を集客し、栗の販売・農産物の販売促

進につなげていく。

　
　　　　　　　販促手段　⇒　鎌足和紙の灯篭を作り、イベントのＰＲを行う。

　　　　　　　集客手段　⇒　絵手紙講座を設け、初心者の方にも参加してもらう。
　　　　　　　他のコンクールとの差別化　⇒　地域資源である鎌足和紙を漉いた所定のハガキを使用する。

これらの相乗効果でイベントに継続性を持たせ、この地域に足を運んでもらうきっかけを作る!!

　

和紙漉き体験者数増加に繋げる。 　
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かたくり館

使用料：-（10万） 謝金：1万（6万） 消耗品：8万（　10　万） 旅費：-（1.8万）

開催日

30,000      300枚 × 100円

10,000      100枚 × 100円

2,000        

2,960        

5,040        

30,000      500円 × 60個

10,000      

-             

応募者用葉書

入選者賞品用葉書

灯篭製作材料費

絵手紙講座講師料

賞品代・発送代

３００名（応募者数）　　　１００名（イベント当日の集客数）

平成20年10月19日（日）

平成20年10月19日（日） 仙北市と内陸縦貫鉄道沿線市町村・県内外

栗2Ｌサイズ宅急便代・郵券料

鈴木一枝さん

できるだけある物を有効活用

   周辺住民並びに国道通過者にイベント開催の気付きを与え興味を持たせる演出をする。

会場設営費

クリエィティブ　サツキに依頼

入選者発送用封筒ほか

ポスター制作費

事務経費

演出方法：活力人作成による鎌足和紙製「ミニ灯篭」（60基ほど）をイベント当日の1週間ほど前から、かたくり館の周辺に配し、夕方から点灯する。

募集要項
　

　テーマは自由です。ただし、絵と文字が入った絵手紙で未発表・オリジナルのもの
に限ります。
　応募用紙：鎌足和紙保存会（かたくり館）に所定の葉書を用意します。
　　　　　　　（内陸縦貫鉄道沿線の公民館にも所定の葉書があります。）
　応募先　：　〒014-0516　秋田県仙北市西木町小山田字八津249-1
　(問合せ)：　　「かたくり館」宛　　ＴＥＬ＆ＦＡＸ：0187-47-3535
　　　　　　　　　　　（郵送もしくは直接持参してください。）
　応募締切：平成20年9月末日
　出 品料 ：無料（郵送応募の場合は切手代の負担をお願いします。）
　発　　表　：2008年10月15日までに入選者に直接通知します。
　すべての応募作品は2008年秋開催予定の「八津・鎌足絵手紙コンクール2008」
の　2008」の会場（かたくり館）に展示されます。以下の方々の表彰式も併せて行い
ます。
　　? 最優秀賞（1点）：日本一大きい栗「西明寺栗」1キロとかたくり花見学無料ペア
入場券にペア入場券贈呈
　　★優秀賞（3点）：かたくり花見学無料ペア入場券贈呈
　　? 入選（20点）：鎌足和紙葉書5枚贈呈

　その他：

①4月初めより、内陸縦貫鉄道沿線各公民館に協力要請をかける。
手作りポスター・応募要項・応募用鎌足和紙を漉いた葉書を配る。
②仙北市広報・北秋田市広報・お知らせナビ・ホームページ掲載
③魁新聞並びに地元紙へ記事掲載を依頼する。
　仙北市:角館タイムス
　北秋田市：北鹿新聞・大館新報・秋北新聞
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①

②

③

④

⑤

⑥

加工食品の販売業務。集落内に菓子加工所の許可を持ってい

⑦

・

・

・

イベント当日、かたくり館内外での栗販売を中心とした農産物、

⑤ 展示会に向けての会場設営及び撤去作業

⑥ イベント当日のプログラム作成

⑦ イベント当日の絵手紙講座の運営

 来客者への対応

1個当たり500円位で製作可能。活力人＋事務局で一人当たり2個作成が必要。

現在講師として活動している「鈴木　一枝」さんに依頼する予定。絵手紙作成用の道具は講師より借り上げが可能。

和紙葉書の単価　無地1枚60円（牛乳パック混）と100円のものがある。1日100～200枚漉くことが可能。現在4名ほどの紙漉き人がいる。

鎌足和紙葉書を漉いてもらう

応募作品の取りまとめ及び問い合わせへの対応

選考委員の依頼。絵手紙選考会（10/10）への参加

・
早生栗は9月中旬から収穫開始。西明寺栗の収穫期は10月15日から早ければ一週間。

栗販売は例年10月15日～11月初旬。（その年によって前後する。）　栗の販売単価：Ｍサイズ　600円／Ｌサイズ　800円／2Ｌサイズ　1,000円。

入選者用賞品用　200枚（10/10迄）

る家が数件あるので協力をもらう。

イベントへの参加・スタッフ要員。

イベント一週間前の夕方より「ミニ灯篭」に点火、消化活動

絵手紙応募用　300枚（3月末日）

① イベントのＰＲ活動。各新聞社へのアプローチ

 （ポスター・応募要項の作成。それらと応募用和紙

 葉書を各公民館へ配布並びに掲示依頼）

② 選考委員･絵手紙講座の講師依頼

③ 灯篭つくりと選考会への参加（10/10）

④ 入選作品に対する賞品の発送業務。

3 初旬

3 下旬

4 1日～

4 中旬

8 初旬

9 末日

10 10

10 12～

10 18

日程表作成／集落住民にイベントの説明・協力要請・作業分担の確認／ポスター・募集要項・応募葉書の作成開始／広報依頼／絵手紙講座講師依頼

ポスター・募集要項・応募用葉書の配布　⇒　各公民館へ／各新聞社へ絵手紙コンクール開催と作品募集の記事掲載依頼（随時折を見て）

広報開始

かたくり花見学者へのイベントＰＲ／イベントに向けての住民意識の向上

応募状況の確認／イベントイメージの確認／イベント当日のプログラムやタイムスケジュールのラフ作成

問い合わせ・申し込みへの対応

募集締切／イベント当日のプログラムやタイムスケジュール作成終了

灯篭作り並びに配置／選考会開催／入選者への通知・賞品発送

灯篭への点火と消火

イベント用会場設営

会場撤去作業・反省会


